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自然界に存在する生物， 微生物， 植物の産生する天然有機化合物は人類の想像を超

えた魅力的な3次元構造や有用な生理活性を有するものが知られており， 医農薬品の

リ ー ド化合物として古くから用いられている ． しかしながら， 天然の備える複雑な 3

次元縮環骨格の迅速合成は現代の有機合成化学においても困難であることから， 次世

代の有機化学を担う革新的な合成概念の確立が求められている． 天然物の有する3次

元骨格の効率的な合成法のlっとして脱芳香化戦略が知られている ． 脱芳香化戦略と

は， 調製の比較的容易な2次元構造を有する芳香族化合物に対して脱芳香化反応を行

い， 合成の困難な3次元構造を有する非芳香族化合物を合成した後に， 得られた立体

化学を活用して天然物の骨格へと導く手法である ． 私は合成化学に新たな迅速不斉合

成法を提供することを目的として， 従来にはない炭素ー炭素結合形成を伴った脱芳香

化反応の開発を基盤とし， 3 次元骨格を有する天然物の合成研究を行うこととした

標的化合物には， インド ー ル環の近傍に不斉4置換炭素中心を有するヒンクデンチン

A及びファラリンを設定した． こ れらの天然物は， その特異な構造と未知の生理活性

への興味からこれまでに合成研究が盛んに行われてきた化合物であり， 不斉4置換炭

素中心を取り巻く3次元骨格の構築が困難であることが知られていた． 私はこれら天

然物の基本骨格をインド ー ルとみなし， インド ー ル環とアリール基の2つのユニット

を繋ぐ新規脱芳香化反応の開発を最初の課題に設定した． 脱芳香化反応によって各天

然物に必要な官能基を備えた中間体を合成し， ヒンクデンチンA及びファラリンの合

成研究に展開することを目指し， その合成研究に着手した．








